
ふれあいの里　グループホームいすの木

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度の公表センターページで閲覧してください。

【評価機関概要（評価機関記入）】

株式会社　サンシャイン

札幌市中央区北5条西6丁目第2道通ビル9F
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61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせてい
る
（参考項目：30,31）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援によ
り、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足し
ていると思う

1. ほぼ全ての家族等が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると
思う

1. ほぼ全ての利用者が

4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした表情や姿がみ
られている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつなが
りが拡がったり深まり、事業所の理解者や応援者が増えてい
る
（参考項目：4）

1. 大いに増えている

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない

2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない 4. ほとんどない

3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪
ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることを
よく聴いており、信頼関係ができている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と

2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと

令和3年11月27日

法人名 日総ふれあいケアサービス株式会社

事業所名 ふれあいの里　グループホーム　いすの木　１階

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

訪問調査日 令和3年12月17日

令和4年1月19日

　（別紙４-１）

自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 0193600335 入居者一人一人の個性を大事にし、一方的な支援ではなく、入居者と一緒にする、一緒に見る、一
緒に聞く、話し合う等、常に何らかの働きかけをする支援を心がけています。いすの木の正面には
高台になった公園があり、施設に居ながらにして季節の移り変わりを感じることが出来、色々な野生
動物も施設周りに姿を現し、今年はその公園で無観客の花火大会もあり入居者を楽しませてくれま
した。いすの木の中庭と裏庭に野菜を植え、収穫し、調理をして食べ、新型肺炎感染防止規制の
為、家族との面会や外出もままならない中で何かしらの楽しみを持てるように工夫をして生活してい
ます。また、その様子をいすの木便り等で家族にお知らせし家族との繋がりも大事にしています。

所在地 苫小牧市住吉町２丁目８－９

自己評価作成日 評価結果市町村受理日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

「ふれあいの里　グループホームいすの木」は、幹線道路沿いの住宅地に位置し向かい側に市立病院や一角には消
防住吉分団がある。胆振東部地震の際、近隣商店から食糧供給があり業務継続の協力が得られた。管理者は住民
の高齢福祉相談に応じ事業所資源を還元している。地域包括支援センター入居相談は困難事例を問わず受け入れ、
生活困難者へ手を差し伸べ生活の再構築を応援する姿勢で運営に臨んでいる。感染症予防対策で例年の外部との
数々の交流や外出支援は自粛となっている。建物は２階建てで中庭があり回廊式の構造でリビング、ダイニング、和
室の共用空間３か所が距離を持って独立した広い造りである。利用者は好きな場所で思い思いに過ごせており、それ
ぞれの場所の設えも温かみがある。冬場も独歩や介助、歩行器などで中庭に訪れる鳥を愛でながら回廊を使って歩
行運動をしている。春から秋口にかけ利用者が中庭の畑作業に取り組める環境を整えている。敬老会は職員手作り
の衣装や祝膳、生花で寿の節目を盛り上げている。職員が把握したありのままの「利用者の声・呟き・状態像」を毎日
ノートに書き、思いの把握と状況分析への根拠として情報を蓄積している。利用者と目線を合わせた協力行動介助に
より更衣ができなかった利用者が上衣部分が可能になっている。職員の利用者への接遇と生活応援は本人との信頼
関係に結びつき安定した生活に資している。地域密着型サービスのエキスパート的存在の事業所の一つである。

基本情報リンク先URL https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/01/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=0193600335-00&ServiceCd=320&Type=search

評価機関名

所在地



ふれあいの里　グループホームいすの木

　（別紙４-１）

自己評価（１階）

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践
につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流し
ている

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サービ
ス指定基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止に努
めている

自己評価及び外部評価結果

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
外部評価（事業所全体）

地域の人達が認知症の人達を理解していただける
様に施設で勉強会等を行っていたが昨年より行え
ていないが地域の人達が認知症に限らず電話等で
相談や問い合わせが出来る様に町内会に働きか
けている

町内会の行事への参加や施設行事への町内会の
人達の参加はずっと行って来たが、ここ２年程は行
事自体が中止になっている為交流していない、毎
月２５日に町内会の廃品回収には段ボール等に廃
品を提供している

感染対策に伴う制限下にあり、町内会行事への参
加やボランティアの来訪、看護実習生の受け入れ
など、これまで実施してきた交流は自粛となってい
る。地域住民からは、高齢福祉に関わる相談がし
易い事業所として頼りにされている。

事業所には職員全員で考えた理念があり、事務所
の壁や名札の裏等、常に目に付くところに付けてあ
り、毎日就業前にそれぞれが確認し理念に添った
支援を心掛けている

数年前に理念を見直し、文言を分かりやすくし４項
目に纏めている。事業所内要所への掲示や利用契
約時に家族へ説明している。介護計画に理念を盛
り込み、実践が理念に基づいたものとなるよう日々
取り組んでいる。

運営推進会議は年６回開催していたが昨年３月以
降開催出来ていない為、運営推進会議に出席いた
だいていた人達に現況報告を書面でお送りし会議
に代えさせていただいている、意見やアドバイスは
電話や書面で受けておりサービスに生かしている

２か月に１度事業所の現況報告を書面化し、全家
族を含む運営推進会議メンバーへ送付している。
参集しての開催は見送られているのでメンバー等
から意見が得られるように書面に一文を添え、折々
の機会にて意見を得ている。

運営推進会議に市役所の介護福祉課の担当者に
出席いただいていたが、昨年より運営推進会議を
中止している為、現況報告を送らせていただき、そ
の上でアドバイスや色々な情報をメールや電話で
いただいている

市介護福祉課は、新型コロナウイルス感染症予防
に係り、「面会制限による臨時的な取り扱い」の事
項を定め、認定調査や区分変更などの申請や諸々
の提出に関する措置を行った。担当者と管理者は
主としてメールや書面でのやり取りを軸に連携して
いる。

身体拘束については職員全員が社内外の研修に
参加していたが現在はWEB研修や℮ラーニング等で
どの様な事が身体拘束になるのか研修を行い身体
拘束をしないケアを実践している

身体拘束等の適正化のための指針を定め、不適切
ケア防止委員会を定期開催している。職員個々に
これらに係る自己点検シート（チェックリスト）に取り
組んでいる。グループワークにて事例検討を行い、
ケアの検証や振り返りを行っている。玄関は夜間帯
のみ施錠している。

虐待防止委員会を定期的に開催し、虐待が行われ
る状況はどんな時かを検証している、虐待につなが
る職員の業務上でのストレスについても本社からの
アンケート調査や相談窓口がある

2 株式会社　サンシャイン



ふれあいの里　グループホームいすの木

自己評価（１階）

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
外部評価（事業所全体）

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援してい
る

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い
理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映
させている

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の
活動を通じて、サービスの質を向上させていく取り組
みをしている

入居される際には本人と家族には十分な説明をし
納得いただいた上で契約をしている

昨年まで成年後見人制度を利用していた入居者が
いた為、成年後見人制度については職員全員が理
解している、日常生活自立支援事業についても市
の介護福祉課や市の広報誌等から情報を得ている

給与、労働時間は会社規定があるが勤務形態、シ
フトの変更、希望休みはできるだけ聞き入れている

入居者の要望は日々の生活支援の中で聞いたり、
自分の希望をうまく伝えられない入居者からは行動
等から把握している,家族からの要望は常時どんな
些細な事でも聞き入れている

制限下にあり利用者の外出に関する要望には対応
が難しい状況であるが可能なものは随時希望に応
じている。家族へは計画作成時に本人の状況を書
面で発送したり、事業所便りや電話等で知らせてい
る。遠方の家族の意向に応じ、利用者の様子を詳
しく記した手紙を送っている。

職員からの意見や提案は業務の中や、月１回のカ
ンファレンス会議の時に意見交換や提案を聞き入
れていたが現在カンファレンス会議は中止してい
る、毎日の朝晩の申し送り時に聞き業務に反映さ
せている

勤務時間帯について現場職員と話し合い見直しを
行った。畑に植える野菜や行事での作成物、利用
者の困り事について職員から意見や提案が出さ
れ、一緒に話し合いながら調整している。日常的に
職員から意見を聞くよう努めている。

グループホーム協議会、管理者、ケアマネ研修、他
事業所訪問等で交流をしながらいろいろな情報を
得てサービス向上に役立てていたが、昨年より交
流は出来ていない、WEB研修等に参加している

職員が出来るだけ研修等に参加するための勤務の
調整、外部研修の助成もあり、職員が自分に必要
な研修に参加しスキルアップが出来る様に支援して
いる

3 株式会社　サンシャイン



ふれあいの里　グループホームいすの木

自己評価（１階）

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
外部評価（事業所全体）

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人
の安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関
係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8
○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

21
○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

入居前の家族の面談時に家族の要望、本人と家族
の関係性も含め家族の要望が本人の要望と相反
するものでない限り聞き入れ、家族の気持ちも大切
に家族の協力を得ながら支援している

入居前の本人の面接時に今までの生活状況、現在
困っている事、これからどの様な生活を望んでいる
かを聴き出来るだけ本人の望む生活を実現出来る
様に努力している

入居者とスタッフは家族という認識を持ち一方的な
介護を提供するのではなく家族の一員として入居
者全員にそれぞれ出来る事で役割を持っていただ
き共に生活している

本人や家族からの聞き取りから得た情報をもとに
生活歴、以前利用していたサービス事業所、かかり
つけ医療機関からの情報等から本人が必要として
いる支援を見極めている

貸し切りバスでのドライブ、敬老会、クリスマス会と
年に３回家族参加型の施設行事を開催していたが
昨年の春より新型肺炎感染防止のため行事への
家族の参加は中止している

知人、友人の面会は時間に関係なく受け入れてい
たが昨年からの面会制限のために面会は禁止され
ていた、徐々にかぞくの面会は緩和されている、

家族以外の訪問は制限中であるが、家族との面会
は感染対策を講じ条件付きで再開されている。病
院受診から戻った際に「ただいま」と挨拶があり事
業所が馴染みの住処になっている利用者もいる。

入居者が一緒に過ごせる場所が施設内に数か所
ありほとんどの入居者が日中は談話室や食堂でテ
レビを観られたり話をして過ごされている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
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22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それ
ぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した介
護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支
援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らし
を楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

退去された入居者家族との関わりは多くあり、外出
ついでに立ち寄られたり、自身や知人の相談事も
気軽に聞けると電話を下さったり、施設周りの清掃
を手伝ってくださったりと良い関係が続いている

身体的な状態は毎日のバイタル測定や食事の摂
取量などから把握し精神面ではその日の言動や様
子から把握しその状態にあった支援をしている

本人の意向や希望は最優先に考えて支援をしてい
る、言葉で意思を伝えられない入居者にはその動
きや表情からできるだけ本人の意向を汲む努力を
している

言葉での表出が困難な利用者では、急に立ち上
がったりいつもと違う行動をした時に、不安や困っ
ている事の有無についてその場で検討している。朝
起こしに行った時の様子からもどうしたいかを見極
めている。

入居前の聞き取りでその人の今までの生活環境、
馴染みの物、生活に対するこだわりを把握し、これ
からはどの様な生活を望んでいるのかを聞き意向
に添った支援を提供する努力をしている

毎日の支援の中で本人の意向をを聞き面会時や電
話等で家族の希望を聞き入れ、昨年より全体ケア
カンファレンスは中止しているが毎日の朝夕の申し
送り時にミニカンファレンスを行い職員間の情報共
有や意見交換をし介護計画書に反映させている

利用者１人ひとりの行動と言葉をノートに記し暮らし
の情報を蓄積している。サービス担当者会議でモニ
タリングを行い計画評価の根拠を明確にし、本人・
家族の意見や意向も示し今後の対応を検討してい
る。アセスメントは本人状況・意欲・介護の状況を35
項目に渡り定期的に分析し、介護計画に反映させ
ている。

毎日、入居者一人一人の介護記録をiパットに細か
く入力しており、業務日誌や連絡ノートで職員間で
共有し介護計画を作成し職員全員が統一した支援
を行っている

ずっと地域の人達や外部のボランティアの訪問をお
こなっていたが昨年春より面会や外出の規制があ
り交流は行っていない

日常的なサービスはもとより、個人的な買い物や家
族の都合により出来なくなった病院の受診付き添い
送迎等その時々で柔軟に対応している

受診は入居前からのかかりつけ医に情報を提供
し、連携を図り、かかりつけ医のいない入居者や通
院が困難な入居者には在宅医療等につなげ入居
者が適切な医療を受けられる様に支援している

協力医療機関による在宅診療が可能であり、利用
開始前のかかりつけ医による受診も可能である。
受診は家族対応であるが適宜職員も同行してい
る。受診時にバイタルや生活の様子を記した経過
記録の情報を提供している。歯科往診は月２回実
施されている。
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価
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31 ○看護職員との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受
けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした
場合に備えて病院関係者との関係づくりを行ってい
る。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所ででき
ることを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関
係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

35 13 ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過ご
したいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

入居者が入院した時はそれまでの身体的状態や生
活状況等を情報提供し退院時にはこれからのケア
について指示を受けている

毎月２回、連携病院から看護師の訪問があり、入
居者の健康チェックやその時に応じた身体的なアド
バイスをいただいていたが、昨年春より訪問看護は
中止している

入居時には重度化した時や終末期にはどのような
ケアを望んでいるか本人、家族と話し合いを持って
いる、また、身体的状況に応じて医療機関や他施
設を紹介している

契約書にご利用者様が重度化した場合の対応に係
る指針を定め、その中に看取り指針の条文を明示
し同意を得ている。事業所生活の継続の可否は医
師の判断や意見を基に家族と今後の方針を相談し
決定しており、他機関への移行支援にも努めてい
る。

前回の目標事項に職員全員の救急救命講習受講
があったが未だに受けられていない講習が中止に
なっている

日常生活の中で本人の希望に添ったケアを心掛け
ており職員の意見を押し付ける事なく自己決定出
来る様な働きかけをしている

年に２回、色々な災害を想定し避難訓練を行ってい
る、いつもは消防署員立ち合いのもと地域住民や
家族にも参加をしていただき行っていたが昨年から
は新型肺炎規制の為消防署に届け出後、施設職
員で行っている

令和３年５月に日中想定、11月に夜間想定で通報
模擬訓練を兼ね火災避難訓練を実施した。事業所
平面図に車椅子利用有無や避難方法を示し訓練
に臨んでいる。地域住民の参加は制限下により見
送られているが、緊急時に応援が得られる態勢で
ある。

自然災害の種別や被害の大小によっては事業所
内に留まる場合が想定される。業務継続に係り、特
に冬季間における災害備蓄品が現状では不足して
いる状況であるので、法人と連携しその確保に期待
したい。また、車椅子での避難誘導の対策を強化す
る意向であるので実現に期待したい。

入居者にはそれぞれ個室がありプライバシーを守
ることは出来るが職員は特に排泄に関する言葉掛
けの時は他入居者に気づかれない様に注意をして
いる

職員は法人のeラーニングで接遇を学び、節度を
持って利用者に話しかけ、慣れあいにならないよう
な対応で人格を尊重している。個人記録等の保管
は他者の目につかないよう配慮をしている。

更衣や整容は出来るだけ本人の決定を尊重してい
るが自分で決められない時や季節に合わない服装
をしている時には声掛けし一緒に着替えをしている

入居者一人一人のその日の状態やペースに合わ
せ食事の時間や入浴の時間は柔軟に対応している
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40 15 ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた
支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排
泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組
んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援して
いる

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

起床時、就寝前、毎食後に必ず口腔ケアをしていた
だいている、自力で出来ない入居者には職員が介
助で行っている

本社の管理栄養士が作成したメニューに従って調
理しているが、入居者一人一人の好みやその日の
状態によりメニュー、調理方法、食材を変えている、
下ごしらえは出来る入居者に手伝っていただいてい
る

日頃から何が食べたいか聞きながら、誕生会や季
節行事のない月でも出前や仕出し料理を注文し、
毎月楽しい食事会を開いている。畑で収穫する野
菜も食材に取り入れ南瓜団子や卵味噌などを調理
し、利用者の嚥下状態に合わせて提供をしている。

食事摂取量や水分摂取量は一人一人、毎日記録し
ており必要摂取量が摂れる様にその日の体調や好
みに合わせて提供している

全入居者の排泄パターンを職員全員が把握してい
る、失禁が多く紙パンツを利用していた入居者に紙
パンツをあえて中止し、布パンツに変更したところ
失禁が少なくなった等自立に向けての取り組みも
行っている

利用者ごとの排泄記録を検討し、自立排泄のため
のケアを行い、失禁を減らしている。車椅子を利用
している利用者も２人介助で便座に腰かけること
で、日中帯は全員がトイレで自然排泄が出来るよう
に支援をしている。

排便回数、時間、便形状等は記録しており,入居者
の状態に合わせ長期間排便がみられない時は水
分量の調整や医師から処方された下剤を与薬して
いる

入浴は毎日午後に行っているが、入居者のその日
の体調や希望する時間には柔軟に対応している、
また、入浴を拒否する入居者にはどうして拒否され
るのか入居者と話し合い原因を理解し入浴に繋げ
ている

利用者ごと平均週２回の入浴を実施している。入浴
時は、心身機能を高め寛げる入浴となる支援に努
めている。本人のタイミングで入浴が出来るよう声
かけをしており、時間帯枠に限らず入浴対応を行っ
ている。

起床時間、就寝時間の決まりはなく、入居者本人に
まかせているが快適に睡眠出来る様に室温や照明
等を入居者の希望や体調に合わせて調節している

入居者一人一人」に役割をもっていただき、朝の掃
除、洗濯物の整理、畑の手入れ等その時の体調に
合わせてやっていただいている

入居者の内服している薬の種類、効能や副作用に
ついては職員全員が把握しており、食後、起床時、
就寝前等決められた時間に与薬し内服確認を行っ
ている、また、かかりつけ薬局より情報を得ている
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49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けない
ような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域
の人々と協力しながら出かけられるように支援して
いる

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持し
たり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよう
な刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないように配
慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

入居者の希望があれば買い物に付き添い、天気の
良い日には施設近隣の公園に散歩に出かけたり、
商業施設のフードコートや近くのラーメン屋で外食
し、周辺観光地にバスを借り切り家族も一緒に行っ
たりしていたが昨年より行っていない

以前は支笏湖やサーモンパークなどドライブを兼ね
た外出が出来ていたが、現状では受診の際に車窓
から景色を眺める事や、中庭の野菜畑や花畑の軽
作業などで戸外に出ている。

金銭管理は基本的に難しい入居者が殆どだが自分
でお金を持たれている入居者もおり、買い物に行っ
た時には自分で清算出来る様に支援している

それぞれのお部屋には名札、入居者の写真、家族
が作った飾り物等をドア横に付けて自分の部屋だと
わかるようにしている、また、トイレも一目でわかる
ように工夫している

家族や友達には何時でも電話が出来る様にしてお
り、手紙もお散歩がてら自ら投函出来る様に支援し
ている

入居の際にはなるべく使い慣れた家具や身の周り
の品を持って来ていただいたり家族やペットの写真
や自宅で今まで育てていた植物等で今までの生活
に近い環境の中で安心して過ごす事が出来る様な
支援をしている

利用者ごとに好みの物品を持ち込んでもらい、安心
できる環境を整えている。冷蔵庫やテレビ、椅子が
あり、写真やカレンダーを飾っている。各居室へ壁
付扇風機の設置を進めている。床暖も設備し足元
の冷えを防止している。加湿器や洗濯物を干すこと
で湿度調整を行っている。

共用の空間は常に清潔を保ち、照明、室温等も入
居者の希望に合わせて調節して居心地の良い空間
にしている、また、施設内はお正月、節分、ひな祭
り、敬老会やクリスマス等の季節の飾り付けを入居
者と一緒に行ったりしている

回廊式の中心にある中庭は、花畑や野菜畑があり
自然を身近に感じられる。事業所内は床暖で暖か
く、温湿度管理がされた共有空間は清潔感がある。
リビング、ダイニング、畳のスペースなど自由に好
みの場所で寛ぐことができる空間となっている。

共用空間の中にも一人でくつろげるソファーがあっ
たり、食堂、談話室、和室があり、入居者がそれぞ
れ気の合った者同士でお話出来る場所になってい
る

8 株式会社　サンシャイン
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【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度の公表センターページで閲覧してください。

【評価機関概要（評価機関記入）】

株式会社　サンシャイン

札幌市中央区北5条西6丁目第2道通ビル9F

〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇

〇

〇

3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援によ
り、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせてい
る
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足し
ていると思う

1. ほぼ全ての家族等が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると
思う

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない

4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした表情や姿がみ
られている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が

4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつなが
りが拡がったり深まり、事業所の理解者や応援者が増えてい
る
（参考項目：4）

1. 大いに増えている

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪
ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように

2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

3. たまにある 3. たまに

1. ほぼ全ての家族と

2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと

3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることを
よく聴いており、信頼関係ができている
（参考項目：9,10,19）

基本情報リンク先URL https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/01/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=0193600335-00&ServiceCd=320&Type=search

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

評価機関名

所在地

訪問調査日 令和3年12月17日

所在地 苫小牧市住吉町２丁目８－９

自己評価作成日 令和3年11月27日 評価結果市町村受理日 令和4年1月19日

　（別紙４-１）

自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 0193600335 入居者様が日々家庭的な雰囲気で、笑顔で過ごせるように心がけて介護しています。
暖かい日は外で職員と畑を作ったり、入居者とともに喜んだりしています。入居者の方の能力に応じ
た日々の家事を職員とともに楽しんでいます。コロナ禍の為、外出、面会の制限のある中で少しでも
入居者の楽しみのため、誕生会や敬老会の行事の他に自分たちで調理をしたり、出前でおいしい物
を食べたり、なるべく外部の人に接触しない様に散歩したり、移り行く季節を窓から眺めたりしながら
季節を感じる様にしています。入居者の皆様のご家族の心配されたいるので、電話などで近況を知
らせたり、お便りで知らせたりしています。入居者様が、笑顔で過ごせるように職員とともに日常を大
切に介護しています。

法人名 日総ふれあいケアサービス株式会社

事業所名 ふれあいの里　グループホーム　いすの木　２階



ふれあいの里　グループホームいすの木

　（別紙４-１）

自己評価（２階）

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践
につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流し
ている

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サービ
ス指定基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止に努
めている

出来る限り身体拘束をせず見守りを強化していま
す。

虐待防止に関する資料を参考にし虐待のないケア
をしています。

運営推進会議の時は包括、市役所、町内会の方々
の参加をお願いし意見の交換をしていたがコロナ
の為書面で、様子を知らせている

運営推進会議の出席など

ボランテァの方の訪問や、町内会のお祭りの参加
などの交流をしているがコロナの為中止している
コロナが納まった後に再開

キャラバンメートの会員として近隣の小学校に行っ
たり、町内会の地域見守りの会議などに出席したり
している　要望があれば町内会他の勉強会に出席
している　　今はコロナの為中止している

自己評価及び外部評価結果

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
外部評価

全職員で考えた理念に基づき、サービスを提供して
います。

10 株式会社　サンシャイン
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自己評価（２階）

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
外部評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援してい
る

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い
理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映
させている

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の
活動を通じて、サービスの質を向上させていく取り組
みをしている

グループホーム協議会や市の開催する研修会には
今現在参加していません。

本人の規定に従って行っています。

会社で行う研修に参加しています。

外部の方に公表する機会は少ないが、面会の時に
意見や要望を聞いています。

毎日の申し送りや、書面での会議、その他、色々な
機会に職員の意見を聞き仕事に反映させていま
す。

制度については研修等で学んでいます。以前、成
年後見人制度を利用されている方がいました。

入居に際しての契約時には、本人、御家族に説明
をし理解、納得の上、署名をいただいている。

11 株式会社　サンシャイン
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自己評価（２階）

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
外部評価

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人
の安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関
係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8
○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

21
○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

電話連絡を進めたり、手紙を書く支援をしていま
す。

入居者様のプライバシーを守りつつ孤立しないよう
に声掛けをし皆さんとコミュニケーションが取れるよ
うに支援しています。

入居者様が出来ることは無理なくしていただき入居
者様と職員が共に助け合い生活していきます。

お手紙、面会時に日常生活の様子を伝え本人と関
わりを持っていただいています。

入居時、御家族にも話を聞いて、どのように生活し
てほしいか、又本人がどのように暮らしたいかを聞
き要望に添うよう支援していきます。

サービスを開始するとき、一番必要な支援から対応
していきます。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居時の面談の時など本人の不安なことなどを聞
き援助内容の説明をしています。

12 株式会社　サンシャイン
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自己評価（２階）

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
外部評価

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それ
ぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した介
護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支
援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らし
を楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

入居者様それぞれの、かかりつけ医と連携を持ち
本人の希望の医療が受けられるように支援してい
きます。

本人の希望に添うよう支援しています。

以前は町内会やボランティアさんの協力を得て散
歩やドライブに出かけていたが今現在、協働してい
ない。

本人のアセスメントはもとより、御家族の聞き取りを
し、一人一人にどのような支援が必要か話し合い介
護計画に反映をしています。

毎日、入居者一人一人の様子や状態などを記録し
ておりiPadや連絡ノート等で情報の共有をしていま
す。

入居者様本人の意見や希望を一番に考え毎日の
支援をしています。

入居の時に今までの生活状況の把握に努めていま
す。又、入居後は会話などから生活歴、好みを把握
しています。

サービスが終了しても相談を受けたときは応じてい
ます。

日々の介護の中で話をよく聞き、本人の意向がなる
べくかなえられる様にしている、言葉にならない仕
草からや表情からも汲み取るようにしている
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ふれあいの里　グループホームいすの木

自己評価（２階）

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
外部評価

31 ○看護職員との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受
けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした
場合に備えて病院関係者との関係づくりを行ってい
る。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所ででき
ることを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関
係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

35 13 ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過ご
したいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

一人ひとりの生活リズムに合わせた支援ができるよ
うに、入居者の話を聞きながらケアプランのサービ
スに組み込んでいる

個本的には入居者の好みでに合わせている

入居者の人格を尊重し意向に添った声掛けをする

意見をなるべく尊重し表現できるような声掛け

講習を受けに行ったり、訪問の看護師、医師に様々
な事相談したり指導していただいている。薬に関し
ては薬剤士の意見を聞く

年二回、避難訓練をしている

入院時にはグループホームでの様子を書面で知ら
せている、退院されるも方も病院からの情報をもら
うようにしている　　コロナの為できないが職員が病
院にお見舞いに行く

入居時に終末期の話し合いをすることもあるが、体
調に変化に合わせて話し合いを進めている

訪問医療を受けている方は、事前に情報を送って
いるご家族などと通院される方には日常の様子を
紙面で知らせている。会えない担当医には日々の
アセスメントを持って行ってもらう様にしている
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ふれあいの里　グループホームいすの木

自己評価（２階）

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
外部評価

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた
支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排
泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組
んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援して
いる

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

一人一人に合わせた掃除、洗濯ものたたみなどの
家事のお手伝いをしていただいています

起床時間、就寝時間の目安はあるがその日の状況
に応じて入眠、起床できるようにしている

職員全員服薬にはかかわっており、病名、薬に関し
ては大体は知っています。薬管理に関してはふよう
薬局の薬剤師が管理、アドバイスしてくれます

排泄の状況を確認しながら下剤の投薬や飲食の提
供をしています

入居ｓｙの体調に合わせて週二回入浴を基本にして
いますが、体調が良くないなどの理由があれば清
拭などで対応しています

毎食、歯磨きの声掛け口腔ケアをしています。状況
に合わせて歯科治療をしています

一人ひとりの状態にあった介助をしています

個々の好みに配慮しながら、栄養士の献立に添っ
た食事を楽しんでいます。食器のかたずけやテーブ
ル拭きは、できる範囲でお手伝いしていただいてい
ます回数は少ないが、調理も職員と行っています

一人一人の状況に応じた食事を提供しています
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ふれあいの里　グループホームいすの木

自己評価（２階）

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
外部評価

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けない
ような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域
の人々と協力しながら出かけられるように支援して
いる

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持し
たり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよう
な刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないように配
慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

入居時、入居してからご本人が思い出のあるもの、
使用していたものを、持ち込まれています

一人ひとり出来ることできないことを把握し安全な
環境を整えています

季節感が感じられるように、装飾をし共有空間は常
に清潔にしています。

居間や食堂で思い思いの過ごし方をされています

外出制限しているのでほぼ家族が管理しています
が、時々、チラシを見ながらお買い物の話をしてい
ます。

家族、友人への電話での交流は常にできるようにし
ています

コロナの為、外出などは充分にできないが、グル-
プホームの周りで畑を作ったりして楽しんでいます
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　（別紙４-２） 事  業  所  名　　ふれあいの里グループホームいすの木

作　　成　　日 ：　令和　　4年　　1月　18日

市町村受理日：　令和　　4年　　1月　19日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 35

自然災害の種別や被害の大小によっては事業所内に
留まる場合が想定されるが業務継続に係り、特に冬
期間の災害備蓄品が不足している。災害時の避難誘
導、特に車椅子使用の入居者の避難誘導、対策の強
化

法人と連携し、災害備蓄品の見直し、不足分の補充を
する。特に冬期間の災害に備え、不十分な停電時の
暖房器具等を備える。災害時、入居者全員が速やか
に避難できるようにする。

入居者一人一人の身体状況、特に車椅子使用、日
中、夜間の時間的なもの、職員の勤務形態等、色々
な場合を想定し避難誘導の方法を決めておき、すぐに
誘導出来る様に通常の避難訓練とは別に実際に誘導
してみる。

１ヶ月

2

3

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　


